
●名 称 第41回 全国都市緑化かわさきフェア
●主催者等 主 催 者 ︓川崎市、公益財団法⼈都市緑化機構

実施主体︓川崎市市制100周年記念事業・全国都市緑化かわさきフェア実⾏委員会
●開催期間 地域資源を活かした個性的な取組を全市的に展開していくため、⽊や花の⾒頃などを

踏まえて、次のとおり、秋、春の季節ごとに開催期間を設定。

全国都市緑化かわさきフェアの取組状況

全国都市緑化かわさきフェアについて

●会 場 コア会場 ︓富⼠⾒公園、等々⼒緑地、⽣⽥緑地
協賛・連携会場等︓駅、商業施設、⺠有空地、公園緑地、

緑化推進重点地区、バーチャル会場 等
●統一主題 「みどりで、つなげる。みんなが、つながる。」
●愛 称 「Green For All KAWASAKI 2024」
●ｼﾝﾎﾞﾙﾏｰｸ みどりをツールに、⼈と⼈、人と暮らしが緩やかにつながっていく様子を、

区の数である７枚の葉を重ね、市⺠の活動(ｱｸｼｮﾝ)がさらに広がって
いくイメージを、多彩な⾊でロゴ全体を花に⾒たてて表現しました。

●入場者規模、概算事業費 基本・実施計画において決定します。

●フェアの将来像は、「みどりでつなげる、暮らしやすく住み続けたいまち」。
●これの実現に向けて、みどりが持つポテンシャルを効果的に活用し、これまで培ってきた川崎の強みや各地域の

特色を活かし、多様な主体がつながり重なり合うことで、⾏動するきっかけとしての市⺠総参加型のフェアとな
るよう、取組を展開していきます。

令和６年10⽉中旬〜11⽉上旬(20⽇間程度)
令和7年 ３⽉上旬〜 ３⽉下旬(30⽇間程度)

令和６年10⽉19⽇(⼟)〜11⽉17⽇(⽇) (30⽇間)
令和7年 ３⽉22⽇(⼟)〜 ４⽉13⽇(⽇) (23⽇間)

（１） 目的

（４） 基本的事項

●役 割 専⾨的な⾒地からの事業の企画、調整、実施等に係る審議助⾔
●構 成 各分野に精通した団体・専⾨家から選出
●開催状況 令和４年９⽉３０⽇ 第１回幹事会（会場計画、協働、共創の取組等）

令和５年１⽉１０⽇ 個別ヒアリング（開催期間、会場計画等）
１⽉１８⽇ 個別ヒアリング（市⺠総参加、広報等）
２⽉２７⽇ 第２回幹事会（進捗状況の報告等）

第１回幹事会での
意⾒等を踏まえて開
催期間を遅らせます

（案）

（２）幹事会

１

1

（３）各種事業計画の対応状況
事業計画 第1回幹事会 主な論点・意⾒等 個別ヒアリングにおける主な意⾒等 2/27時点での対応状況

基本的事項 ● 開催期間の具体的な⽇にちの決定
・花き調達や地域資源の⾒せ⽅等を考慮して検討するとよい。

• 4⽉1週目は、入学式があるなど動きにくい時期。春の会期を何⽇か伸ばしてもいいのでは。 • 花の栽培時期や⾒頃、各局区におけるイベント等の開催状況、富⼠⾒公園の再編整備スケ
ジュール、後催都市の開催⽇程等を考慮し、具体的な⽇程を設定しました。

１ 協働推
進

●(仮称)ボランティアの活用項目と募集方法
●フェア終了後も継続できる協働推進の仕組みづくり
• 大きなイベントだと大⼈中心になりがちだが、ぜひ、子どもたちに参加してほしい
• 企業等にこちらからの働きかけが必要。

• フェアを通じて、ガーデナーのような⼈たちが育っていくっていくといい。
• キーパーソンを中心にコミュニティを広げていったほうがよい。
• 地域活動に積極的な⽅々を巻き込むためには、学校単位や商店街単位など、様々な単位で

呼びかけていくことが必要。
• ガイド、案内等目的・さまざまなメニューをつくったほうがよい。

• ボランティアの項目については、それぞれの知識・経験等に応じて多様な参加メニューを⽤意し
ていきたいと考えており、内容を整理しました。

• フェア期間前〜期間中に実施する協働推進の取組をもとに、「フェア開催以降」に残したい仕
組みについて整理しました。

２－１
会場計画

● 主要駅からコア会場間の資源の活かし方（会場ごとの地域特性に応じて検討）
• 各エリアで進⾏中の事業や政策の中に、どう伝えられるかを探りながら、３エリアの図に組み合

わせとして示していくとよい。
• 開催期間中に各会場周辺の既存のイベント等とも積極的に連携していくべき。

• 多様性×みどりということを、空間を通して⾒せていくべき。
• 緑化フェア単体ではなく、Colors, future Actinsなどと紐づけて会場に落としていくことが大事。
• グリーンインフラについて、レインガーデンだけではなくて、市⺠団体や企業、今までみどりと関係

がなかったような様々な⽅がつながり、これからのインフラになっていくというように、広くスタンスを
構えて考えてくことが重要。

• 3会場それぞれの会場の特徴をしっかり出していけるといい。

• 川崎のみどりを知り、活かす取組を全市的に展開することなど、会場計画の基本的な考え⽅を
整理しました。また、エリア、コア会場、協賛・連携会場、それぞれの会場構成の考え⽅をまとめ
ました。

• 秋に仕込んだ内容が春に芽吹く等のつながりを意識し、秋開催と春開催の各種取組の展開に
ついて考え⽅を整理ました。

• 3会場・エリアについて、それぞれの特徴を踏まえたコンセプト及びゾーニング図を作成しました。

２－２
出展展示

●開催時期、各エリアのコンセプトに応じた展示内容
• 秋から春にかけて間が空くが、10⽉に仕込んだものが３⽉に花開く」ような、つながりができると

よい。

• 制作段階だけではなく、どうやって維持管理していくか、フェア後にどう残していくのかを考えてやっ
ていく必要がある。

• 秋から春の中断期間に、市⺠や企業に入っていただき、その間も⼀緒に関わる仕組みができた
らいい。秋に仕込んだものが春に現れるような工夫も必要。

• 単に会場を装飾するのではなく、中断期間やフェア後に地域に残るようなつながりを仕組みとし
てデザインできるといい。

• 出展・展示は市⺠や企業と連携し、本市の魅⼒や強みを発信する取組を展開することとし、
各コア会場における展示や出展の取組の概要を整理しました。

• フェア前後及び中間期においても市⺠参加の取組を展開していくことを念頭に、それぞれ取組
時期を整理したところであり、今後各取組の具体化を進めます。

２－３
植物調達・

管理

●地域と連携した効率的かつ効果的な花卉調達の⼿法
●無駄にならない花卉等のリサイクル方法

• 開催時期において、どれくらいの種類や量の花や植物が集まるのか心配。
• 開催時期で市内産の花卉が提供できるかどうか、⽣産者等から確認がとれるといい。

• 教育機関や⽣産者等との意⾒交換を踏まえ、市⺠協働による花苗づくりや花卉植物の調達
の基本的な考え⽅について整理しました。

• 市⺠がみどりと関わるきっかけづくりとなるよう、市⺠による花苗育成の展示及びフェア後の活⽤
等、花卉・植物の調達、管理の検討を進めています。また、秋から春まで展開する花卉の選択
や維持管理の仕組み等について考え⽅を整理しました。

２－４
飲食・物販

●市制100周年記念事業との連携した飲食物販
• かわさき育ちの収穫できる量が限られている。地元のものを使⽤するにも⽣産量の問題もできて

くるので、早い段階から調整が必要。

• かわさきそだちの具材を活⽤できるとよい。 Ex）のらぼう菜・かわさきの酒
• 既存コンテンツとのコラボできるとよい。
• インパクトのある企画があるとよい。 Ex）カレーフェスタ、キッチンカーのスペシャルメニュー

• 飲食・物販に参加する事業者等にも、緑化フェアのコンセプトに共感し、⼀緒につくりあげていく
主体として、川崎ならではの魅⼒ある飲食・物販サービスの提供やSDGsの視点、川崎ならで
はの魅⼒等を踏まえた取組を展開していく考え⽅を整理しました。

３ 会場運営・
交通輸送

● 交通輸送のあり方
• アクセスについて、シャトルバス輸送やマイカー対策等を検討し、警察等ともよく調整したほうがよ

い。

・会場内の駐⾞場を利⽤する場合は、⾼齢者や障害者に限った運⽤を適切に広報することでマ
イカーの抑制につながると思う。
・環境に配慮している電気⾃動⾞等に限った運⽤もマイカーの抑制に効果的だと思う。
・区ごとに交通安全協会の交通指導員が１０名〜２０名いるので、緑化フェアの交通誘導に
も協⼒できる可能性はあると思う。

• 会場運営の体制や配置案をとりまとめるとともに、市⺠・既存団体や指定管理者等との今後
解決すべき課題等について整理しました。

• 公共交通機関の利⽤を前提とし、来場者の誰もが安心、安全、快適に最寄駅からコア会場
へ移動できるよう交通誘導や体制を整えることとします。また公共交通を補完する交通サービス
や会場内での移動をサポートするサービスを検討することし、これら課題を整理しました。

４ 広報宣伝・
⾏催事

●市制100周年記念事業との連携、市内と市外でターゲットや媒体を精査した、効果的な
広報・PR・⾏催事
• 参加する⽅の感情をどう持っていくとおもしろいイベントとなるのかしっかり考えていく必要。

• ボランティアなど、様々な⼈に呼びかけ、集めていくには、SNS等を活⽤して早期発信したほうが
よい。

• インパクトのあるイベントや、かわさきのコンテンツを盛り込んだプログラムなど、仕組みで目玉づく
りが必要ではないか。

• 魅⼒的なコンテンツ等の周知と広報を⼀体的に⾏い、関わるきっかけとする市制100周年記
念事業全体の考え⽅に基づき、知って、関わってもらうための広報の考え⽅を整理しました。

• より多くの⼈に知って関わってもらうため、みどりへの関わりの有無などを踏まえて、ターゲットを分
類するとともに、ライフスタイルやステージに応じた個々の関心に注目してアプローチする考え⽅を
整理しました。



全国都市緑化かわさきフェアの取組状況

協働推進

（４）アプローチの方法 ［魅⼒的なコンテンツを⽣む動機付け・きっかけづくり］

関心 主なターゲット層
（現状） 主な活動の場 主な動機付け（関わることの価値）

みどりの取組等へ
関わっている⼈

●60代後半〜
(男⼥⽐ｲﾒｰｼﾞ=2:8)
●町内会

●公園・道路等での花植え
●樹林地・⾥⼭管理 等 地域貢献、健康、⼈望 等

●学⽣ ●大学サークル 等 社会貢献、⼈脈、経験 等

みどりの取組等へ
関わっていない⼈

●児童・⽣徒 ●学校（小・中・⾼校）
●⾃宅 経験、話題、⼈脈、知識、喜び 等

●親子連れ
（乳幼児）

●幼稚園、保育園、小学校
●⾃宅
●公園、広場
●商業施設 ●公共施設

●乳幼児等︓経験、知識 等
●親 ︓⼈脈、話題 等

●定年退職者
（間近を含む）

●⾃宅
●公園
●公共施設

充実したセカンドライフ、⼈脈、地域
貢献、健康、チャンス、喜び 等

●社会人
●駅
●オフィス
●飲食店

ストレス緩和、収入、⽣産性、⼈望、
企業拡大、話題 等

目的
市⺠総参加型のフェアの実現
市⺠の誰もが参加でき、多様な関わり⽅を互いに尊重し
ながら、⾃分にとってのみどりとの関係性を⾒直し、つく
る“きっかけ”の提供。多種多様な仕組みづくりにより、
⼀過性ではない持続可能な取組につなげていきます。

（３）ターゲット層の設定［誰に︖］

より多くの⼈々を『みどりでつなげる』ためには、各
⾃にとっての関心事からアプローチすることが有効
であることから、現状のみどりの取組等への関りの分
類に加えて、ライフスタイルやライフステージ等に応
じたターゲット層を整理します。

【みどりの取組等への関りの有無】 【ライフスタイル】 【ライフステージ】

・⽣活圏
・職業
・⽣活信条
・所得

など

・学⽣
・社会人
・結婚
・出産
・こどもの

入学・卒業
・定年退職

など

[参考]

市⺠
(A〜C)

【広報と取組の一体的な仕掛け】

フェア 新たな
ステージ

関わる（来場、SNS等）

取組
参加 参加

知ってもらう
広報

関わってもらう
広報

知って
関わってもらう

広報

[UP要素]

知名度、イメージ、話題、⼈脈、体調・健康、業

績・収入、ブランド、趣味、誇り・喜び、地位・⽴

場、美、パワー、諸能⼒、知識・知恵、社会貢

献、性格・⼈格、⽣産性、チャンス、企業拡大、

⼈望・名声 等

[DOWN要素］

悩み、ストレス、体重・肥満、コスト、リスク 等
参加

目標 市⺠１５４万人に知って、関わってもらう︕
（延べ⼈数）

A

B

C

【ターゲット層ごとの 主な動機付けイメージ】

【動機付け（関わることの価値）】※多くあるほど良い

「魅⼒的なコンテンツ」

ターゲット層ごとに、各⾃の動機付け（関わることの価値）を意識し、きめ細やかなアプローチの方法を設定します。

例）A︓花壇づくり等のボランティア
身近な公園の花壇の植栽（まちの彩り・賑わいづくり）

B︓コア会場への来場、各種体験イベントへの参加
C︓⾃宅のみどりをSNSに投稿 等

⇒来場者数、イベント参加者数、SNS投稿者数等でカウント

A・Bの参加の一層の拡大に繋がる取組について着実な推進を図るとともに、
特に、Cに対するアプローチ（絡めとる仕掛け）に⼒点を置きます。 ●広報｜関わってもらうことを意識した周知・広報と取組を戦略的に展開

●取組｜思わず関わりたくなるような、多様なメニューを設定
・参加者の興味や都合、知識や経験に応じて⾃ら選択できる仕組み
・場所・時間・⼈を選ばずに気軽に参加できる仕組み
・気が付けば参加していたという仕組み

A

B

C

●広報｜何よりもまず、知ってもらうことを意識した周知・広報の徹底
●取組｜知らないうちに 又は いつの間にか関わっている状況を作ります
（ナッジ理論の活⽤）

●取組｜話題、趣味、誇り・喜びなど、みどりとは別の「動機付け（関わる価値）」
を入り口とするコンテンツを⽤意
例）スポーツ、⾳楽、健康などの王道の他、マンガ・アニメ、男⼥の出会い、ポイ活

など広く検討

みどりに対して
関心が高い⼈

みどりに対して
関心が低い⼈

関わっている⼈（関心ある・なし関係ない）

関わっていない⼈ 関心が高い⼈

関心が低い⼈

みどりの
取組等へ みどりに

対して

C

B

A

（１） 目的と目標
（２） かわさきフェアにおける事業方針

2

各種事業計画

１
2

●より多くの⼈に知って、関わって
もらうため、既存イベントや取組
等を活用するとともに、魅⼒的
なコンテンツや会場における体
験・体感を通じて、フェアの開
催前から意識醸成を図ってい
きます。

●また、魅⼒的なコンテンツ等の
周知と広報を一体的に⾏うこと
で、取組を知り、関わるきっかけ
となるよう積極的に情報発信し
ていきます。

【フェアにおけるみどりに関
わる⼈の主な関わり⽅の
イメージ】

※「主なターゲット層」は、これまでの市の施策からアプローチしやすいターゲットとして仮設定しています。今後、マーケット戦略等を参考に整理していきます。

[出典] 「新版 広報・PRの基本 p.54」 ⽇本実業出版社



区分 R4 R5 R6 R7
4⽉〜９⽉ １０⽉〜３⽉ 4⽉〜６⽉ ７⽉〜９⽉ １０⽉〜１２⽉ １⽉〜３⽉

みどりに関心の
⾼い層

（A・B層）

みどりに関心の
低い層

（C層）

（５）みどりに関心の高い層（A・B層）をターゲットとした協働推進

（７）スケジュール

• みどりに関心がない（薄い）層をターゲットにコンテンツを仮設定
• 各ターゲットごとにヒアリングを実施し、コンテンツを深堀り

※これまで、川崎ワカモノ未来PROJECT、みどりの共創プロジェクト参加企業（Green 
Neighbors）、四ツ⽥わんぱくの森主催者（国際⾃然大学校）、みどりの事業所
推進協議会等にヒアリングを実施

• フェアの周知と併せて企業、学校、地域回り等の実施
※小中⾼の校⻑会⻑会にて、フェアの周知を⾏うと共に今後の⽅策を検討中

• 既存イベントや取組等を活用し、フェアの
周知と併せたボランティアの参画依頼

• これまでのみどりに関する取組や他都市
事例等を踏まえて、魅⼒的なコンテンツイ
メージを設定

• フェアにおける参加メニューの構築

魅⼒的なコンテンツを設定し、フェアに向けた会場づくりや既存イベ
ント等を活⽤した市内全域で盛り上がる気運醸成を実施

3

計画段階 準備段階（参加募集・整備等） 開催段階

知
識
・
経
験
等

⾼

低

●共通のアイテムでつながる仕組み
・共通のアイテムによって、参加した市⺠が一体

感を持ってつながる仕組みをつくります。
・アイテムは緑化フェアへの関わり⽅によって、変
えていくと共に、緑化フェア後もみどりの活動
等で継続して使えるような実用性とデザイン
性を兼ね備えたアイテムとします。

●ストーリー性を持たせた「愛称付け」
・多様な主体がつながり重なり合う「市⺠総参
加の仕組み」の構築に向けて、かわさきフェアを
⾃分事として捉えるよう意識の変化を促すこ
とや参加によるブランド醸成、仲間意識の醸
成等を図るために、ストーリー性を持たせた
「愛称付け」を⾏います。

（６）今後の課題

【参加することの誇りをつくる仕掛け】

市⺠発案による会場づくり
（⽣田緑地）
・⽣⽥緑地では、60団体の参加
するマネジメント会議にて緑化
フェアプロジェクトを⽴ち上げて、
企画を検討

・次年度に企画を具体化させる
ための実証実験等を実施予定

企業共創によるガーデン企画
（等々⼒緑地）
・等々⼒緑地では、企業が多彩
なアイデアによって、体験・体感
に繋がる空間活用を提案する
ためのガーデン制作を予定。

・企画チームを募集して、企業共
創によって制作していくことを検
討中

みどりに関連の無い企業・団体の参加
・みどりに関連の無い企業・団体（例え
ば交通安全協会など）についても、そ
れぞれのスキルを活かせる参加メ
ニューを⽤意し、巻き込み

既存団体や有資格者の参加メニュー
・市内の公園緑地等で活躍する愛護
会や協議会、緑の活動団体等が、⾃
分のフィールドにて取組を発信できる
機会づくり（協賛・連携会場等への
位置づけなど）

・「花と緑のまちづくり講座」の受講⽣や、
家庭園芸普及協会のグリーンアドバイ
ザー、神奈川県森林インストラクター
等の知識・経験等を有する市⺠等の
参加を促し、ボランティア経験の少な
い参加者サポートできる体制を整理

〜R5.8（実施計画策定まで） 〜R6.10（フェア開催まで）

会場における参加メニュ―
・会場運営の様々な場⾯で市⺠等の活躍の場を⽤意し、
⼀緒にフェアを盛り上げていく。参加メニューの項目や必
要人員等について現在検討を進⾏

・募集は、HP等を活用し、フェアへの機運が高まる開催
1年前（令和5年10⽉）を想定

〜R7.4（フェア開催まで）

説明会・講習会による機運づくり
・フェア開催前までに説明会や講習会を
通じて、開催に向けた機運を盛り上げ
ていく。（参加募集は開催1年間に
当たる10⽉を想定）

[参加メニューの想定]

レガシー段階

R7.4〜（フェア開催以降）

市⺠参加による会場準備
・学校等との協働による花苗育成と、
会場への花の植え付け、ガーデン制
作、市⺠が発案した企画の実現に向
けた実証実験等を展開

既存団体の活動への理解
や協⼒体制が深まる
・フェアをきっかけにみどりの既存
団体の取組を周知する仕組
みが⽣まれ、地域における理
解と協⼒体制を構築

みどりへの多様な関わり方が
⽣まれる
・フェアにて、時間や場所等を⾃
分なりにアレンジしてみどりに関
わることができる仕組みが⽣ま
れ、それぞれのスタイルに合わ
せた多様な関わり方を実践

みどりに関連の無い
企業・団体の関わりが増える
・フェアをきっかけに企業・団体
等の参加の仕組みが⽣まれ、
市内のみどりを活用したイベ
ント等にて引き続き展開

⽣徒による花苗試験栽培
・学校等と連携しながら、花苗づ
くりを進めるため、モデル校を選
抜して、試験栽培を実施

・開花等の成功率を確かめるだ
けではなく、どのような学びがあっ
たか。学校で簡単に花苗を育て
られる⽅法はあるかなどを探究

専⾨知識や経験を有する
市⺠の活躍の場が増える
・フェアをきっかけに専⾨的な知
識を有する市⺠の存在が認
知され、市内各地のイベント
や管理活動等において活躍
の場が拡大

会場運営

ガイド

植物管理

サービス 会場案内／迷子対応／貸出サポート
（⾞いす等）／救護サポート 等

巡回 会場巡回／管理サポート／環境美化
／介助サービス 等

交通案内 利⽤者案内／乗⾞待ち案内／交通
誘導補助／環境美化 等

育成管理 花柄つみ／植替え／水やり／解説プ
レートの設置 等

発信 解説プレートの作成・設置／植物解
説／園芸相談 等

活⽤ 資源の再利⽤（花柄を使ったクラフト
など） 等

エリアガイド

会場ガイド

会場を中心としたエリアの解説（まちあ
るきツアー）／解説補助 等

会場内のぐるっとガイドツアー解説／解
説補助 等

花苗育成キットを購入して育成
共通デザインの植物名プレートを⾃宅
の植物に設置し、SNSにてPR

気軽に参加できる仕組み
・短時間・単発・当⽇参加のボランティアメニューの検討
・会場への来場（足を運んでもらうこと＝参加）
・会場外で参加できる仕組みの検討

機運醸成 ・関わってもらうことを意識した周知・広報と取組を戦略的に展開

●開催１年前に合わせて
ボランティア募集

●実施計画へ反映

説明会・講習会等の開催

実証実験・効果検証
トライ＆エラーをしながら、より多くの
⼈に共感を呼ぶコンテンツを探求

●次年度の方向性・フェアのコンテンツ決定

実証実験・効果検証
トライ＆エラーをしながら、より多くの
⼈に共感を呼ぶコンテンツを探求

・様々な市⺠がフェアにて活躍
・これまでの活動や取組等の延⻑線上ではない、
新しい価値を付加した魅⼒的なコンテンツを会場で表現

①みどりに関心の低い層（C層）をターゲット
とした協働推進

・共感の得られるコンテンツについては、マーケット戦
略等の取組を参考にするとともに、積極的に対象
者へのヒアリング等を実施し、精度を高めていき
ます。

②「子ども」の参加
・緑化フェアを通じて、子どもたちに、みどりを知って
関わってもらうきっかけにしていくため、花苗の育成
等のガーデンづくりや、各学校のみどりに関する
取組の発信に向けて調整を進めます。

③「多様な主体」の参加
・パラムーブメントや、地域包括ケア等の取組と連
携し、障害者等が参加・活躍できる方法について
検討・調整を進めます。



提案事業名 主な参加者
（50⾳順） テーマ 事業内容の要点

①ICT
「みどりのOSプロジェ
クト」〜みどりのまち、
みんなでウェルビーイン

グの実現〜

・アジア航測 ・NTT
・京浜河川事務所 ・東邦レオ
・バイオーム
・PTA連絡協議会・富士通 等

・みどりをテーマとした都
市OSを基盤に、⾃治
体・企業等のサービ
ス・データを利活用す
る仕組みづくり

①樹木、動植物等、活動やイベント情報を集約し
たプラットフォームの構築

②環境アプリを活⽤したみどりの活動の発信
③公園や街路樹等のみどりの価値を⾒える化で
きる市⺠協働調査ツールの開発・運⽤

②ｺﾐｭﾆﾃｨ
グロウガーデン

・Green Neighbors・大師
ONE博

・大和リース
・東レ建設
・ホリプロ 等

・みどりを植えて育てて
活用する、多彩なみ
どりを楽しむパーク

・緑資源の交換・交流

・野菜やハーブ等を地域で協⼒して育てて交流
を深めながら、みどりを感じるきっかけづくり

・市内の緑の取組等を紹介する移動式のトラッ
クガーデンで各地の緑資源の交換・交流

③体験・学習
小学校を⾃然の

テーマパークにしよう

・カリヨン・カンパニー
・SynecO
・東武トップツアーズ
・日本政策投資銀行
・日本ボーイスカウト川崎地区 等

・地球の持続可能性
を⾃然と考える社会
の実現

・小学校や公園等の空間を活用した⾃然に優
しい農業と環境教育の実施
・公園を拠点として⽣態系ネットワークでつなぐ
・⽣活（食）を支える農業や環境等を学ぶ

④脱炭素
街の中が森や花

のにおい

・グリーバル
・東京電力ﾊﾟﾜｰｸﾞﾘｯﾄﾞ
・横浜銀行
・みつや園 等

・緑化の意義を示す
（バイオフィリア）

・川崎ならではの
みどりの風景づくり

①街中で森・花のにおいを感じられる緑化
②壁⾯緑化や植林、CO2吸収パネルを設置
⇒視覚や嗅覚でCO2 削減効果を⾒える化

⑤健康・ｽﾎﾟｰﾂ
みどりで健康増進
~みどりの処⽅箋~

・きらぼし銀行
・川崎市造園建設業共同組合
・高津総合型スポーツクラブSELF
・ぴあ 等

・運動の習慣化の
きっかけづくり

・みどりがある公共空間で体験型スポーツ＆運
動に関するイベント実施、参加者による花壇
整備や緑の維持管理（＝体を動かす）

アイデアや後押しにより事業着手できそうなアイデア 例）緑の飲み屋／木と会話／川崎⼀周マラソン／大⼈プレイパーク

参加者同⼠の⾃主的な業務連携 例）野菜を⽤いた外構デザイン

川崎市市制100周年記念事業プラットフォーム
「Colors, Future, Actions」第⼀弾の取組とし
て、全国都市緑化かわさきフェアの開催を機に、みど
りの⼒を活かし、市⺠、企業、大学、⾏政等の多
様な主体との共創により、『みどりでつなげる、暮らし
やすく、住み続けたいまち』の実現を目指す取組とし
て、みどりの共創プロジェクトを開催。

①今年度の取組

●共創プロジェクトの流れ
共創プロジェクトの目的とプロセス

・多様な主体の参画と相互連携により生み出される柔軟な発想をモデル事業案としてまとめます。

・テーマに関連する市の所管課等もプロジェクトに加わることで、既存事業の見直しや新規事業と連携した取組と

します。

●実⾏委員会に所属する様々な業種・業態の企業・団体に、意欲的に参加して
頂きました。

●継続して議論できる場を設定したことにより、参加者の気付きや新たな動き等
が感じられました。

●その結果、５つ出された事業提案のうち、2つについては、来年度中には事業
着⼿できる⾒込みがあります。

●あと一歩のアイデアや後押しにより事業着⼿できそうなアイデアが集まりました。
●ワークショップ以外の場を通じて、各グループの枠を超えた参加者同士の⾃主

的な業務連携へと繋がった事例もあります。
●⾏政職員が同じテーブルについて議論を⾏ったことで、庁内の動きや法令制度

を伝えるなど、リアリティを持った議論へ繋げられました。
●教員や保育⼠の参加により、子どものリアルな現状を参加者と共有できました。

成果

【各グループの提案内容】

視聴者数 117人 38団体（46⼈）
＋⾏政17部署
（20⼈）

31団体（43⼈）
＋⾏政23部署
（26⼈）
（教員 5人含む）

32団体（40⼈）
＋⾏政27部署
（27⼈）
（教員6人含む）

31団体（43⼈）
＋⾏政22部署
（22⼈）
（教員5人含む）

【「Colors,Future!Actions」プラットフォーム】

●開催概要
・３⽉１⽇(⽔)15︓00〜18︓15 川崎市役所第４庁舎2階大ホール
プログラム︓①基調講演／②提案発表／③パネルディスカッション

●ここではプロジェクトの目的（将来像）を改めて共有し、プロジェクトの成果と
のつながりを⾒つめ直すとともに、事業の企画⽴案や持続化に必要なビジネスの
視点などを参加者と共有し、次年度以降の取組へつなげていきます。 また、協
働・共創により、暮らしやすく住み続けたいまちをつくるために、市⺠が暮らしの
中でみどりと関わりながら、地域愛を高めることのできる視点を加えて具体的な
議論します。
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●枠組みとして、ここで出たアイデアの種や今回の成果、課題を活かすとともに、更に実⾏委員会の巻き込みを広げるため、同形式でのみどりの共創プロジェクトは今年度で終了とし、
令和5年度からは100周年記念事業のプロジェクトに集約するかたちで展開していきます。【枠組みは引き続き要検討】

●事業化の⾒込みのある２つについては、来年度、一定の予算を配分するなど、事業化に向けて具体的に進めていきます。

●プラットフォームを通じて、「②市事業」で検討を進めている事業や緑化フェアで展開する各実施事業等について、ここで出されたアイデアや参画した企業・団体等とマッチングできるよう、
積極的に働きかけていきます。

●今回アイデアで留まった提案内容においても、令和５年度以降に再構築が出来るよう、内容ごとに参画企業を募るなど、100周年記念事業のプロジェクトとしてリスタートできるような
仕掛けを検討・実施します。

●今回の提案やアイデアを活かし、参画した企業・団体等とも連携しながら、フェア会場における発信や、フェアのコンテンツとして活用ができるような仕掛けを検討・実施します。

（７） みどりの共創プロジェクト

4

（目的）

提案発表会

10⽉からの半年間の中で議論を重ね、次のような成果がみえました。

②令和５年度からの取組



全国都市緑化かわさきフェアの取組状況

会場計画

【２期開催による事業構成の考え方】

（２） 会場構成の考え方

〇各会場における地域資源や特色を捉え、効果的なみどりのみせ⽅や既存イベントとの連携により、秋と春それぞれの
季節を感じさせる取組を展開します。

〇中断期間を有効活⽤し、秋に仕込んだ内容が春に芽吹くような、各種取組を展開します。
〇秋開催に使⽤する⼀部花材やコンテナ等は、適切な管理を⾏い、中断期間や春開催時にも活⽤します。

〇かわさきフェアにおいては、みどりの効果等を感じさせる会場を、大きく次の３つに分けて展開していきます。

コア会場（富士⾒公園・等々⼒緑地・⽣田緑地）
• 南部・中部・北部に位置にし、それぞれの地域性や特色ある総合公園を

会場とし、各エリアのコンセプトを定め、川崎らしい都市の中のみどりの価
値を発信。

• フェアの主要な⾏催事等（公式⾏事、出展展示等）を実施するとともに、
周辺の地域資源や特⾊を活かし、多様な主体との協働・共創による様々
な取組のショーケースとなる空間を創出し、市内外から来場者を呼び込
む仕掛けを展開。

• グリーンインフラの効果やみどりの新しい価値等を効果的に発信。
• 各公園の指定管理者と連携を図り、出展展示や⾏催事を実施。

エリア（コア会場周辺）
• 駅からコア会場までの主要動線付

近にある協賛・連携会場などを、各
エリアのコンセプトを具現化して市
内外からの集客を⾒込むエリアとし
て設定。

• 多様な主体と連携し、オープンス
ペースや地域資源を活かし、みどり
の効果を感じながら、安全かつ歩
いて楽しめる空間づくりを展開。

• 市内の様々なみどりとオープンスペースを活⽤し、⽇常の活動や取組をフェアを通じて発信し、市内全域でフェアを盛り上
げる⼀体感を醸成していきます。また、デジタル技術を活⽤し、誰もがかわさきフェアを体感し、参加できる仕掛けを取り入
れます。

協賛・連携会場

• 各種取組やコンテンツ作成等を通じ、多くの市⺠、企業、団体が、
みどりに関わる機会を創出。

• フェア開催中、コア会場及びエリアごとに、主要動線周辺の協賛・
連携会場と一体となって、各エリア内の回遊を促す仕掛けを展開。
※コア会場を繋ぎ１⽇で巡る形とせず、会場周辺も含めみどりを

感じ歩いて楽しめる会場づくりを実施。
• 多くの⼈が⾏き交う主要駅及び周辺の協賛・連携会場について、

多様な主体と連携し、フェアを通じて取組やその成果を発信。

【富士⾒エリア】
〇エリアコンセプト 「多様性×みどり」

協働・共創による、川崎の多様な魅⼒・⽂化・技術を反映した、みどりとオープンスペースの利
活⽤を展開し、あらゆる⼈々が、みどりの価値に触れ、実感できる空間の創出。

〇会場展開のイメージ
再編整備された公園のお披露目の場とし、都市のライフスタイルに合ったみどりの活⽤や多様

なみどりの⾒せ⽅、使い⽅を発信。

（３） 各エリアのコンセプト等を踏まえた各会場構成の考え方

【等々⼒エリア】
〇エリアコンセプト 「体験・体感×みどり」

地域のみどりや水辺等を活⽤し、スポーツやアクティビティを中心とした様々な体験・体感の場
を創出し、地域のコミュニティの核となる魅⼒的なみどりとオープンスペースの活⽤につながる取組
を展開。

〇会場展開のイメージ
再編整備を⾒据え、緑やスポーツの拠点としての役割をさらに⾼めるとともに、身近なみどりの

活⽤の可能性を様々な市⺠団体や企業等と発信。

【⽣田エリア】
〇エリアコンセプト 「文化・歴史×みどり」

これまで培ってきた協働の取組を活かし、歴史・⽂化を楽しみながら学ぶ様々な取組を展開。
⼈と⾃然とのつながりの中で、⾃然を感じ、楽しむことのできる機会を提供し、新たな協働の担

い手の確保や「緑地の存在効⽤（保全）と利⽤効⽤（利⽤）の調整により、両者が好循環
するしくみ」につながる取組を展開。
〇会場展開のイメージ

⽣⽥緑地の協働のプラットフォームに参加するボランティア団体による取組の発信と持続可能性
を⾒据えた新たな取組の展開及び各⽂化施設と連携した⽣⽥緑地の魅⼒の発信。

会場計画における５つのキーワード
・持続可能 ・・・ 未来につながる取組
・すべての人 ・・・ 市⺠総参加型のフェア
・みどりでつなげる・・・ ⼈とみどり、⼈と⼈とのつながりを感じる
・多彩なみどり ・・・ 街なかの緑地、多摩川、樹林地等を感

じる
・多様な効果 ・・・ 様々なみどりの効果を感じる

2-1
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①みどりに関わる「きっかけづくり」としての出展・展示・催事を実施していきます。
例）ﾜｰｸｼｮｯﾌﾟへの参加・体験等

②各種イベントが集中する期間であることを活かし、連携したコンテンツを展開します。
例）区⺠祭等の既存イベントや関係団体による企画・催事との連携等

③季節にあった地域のみどりをみせていきます。
例）秋ばら、紅葉等

春開催

①みどりに関わり、学んだ取組の「発表の場」としての出展・展示・催事を実施します。
例）秋に学んだ経験を活かし、会場装飾への参加や各活動の発表会の実施等

②次の１００年や、市⺠それぞれの新しい環境に向けたみどりの活用を提案します。
例）myグリーンづくり、お気に入りのスポット・使い方紹介等

③季節にあった地域のみどりをみせていきます。
例）桜、地域の桜まつり等

各会場の
構成

P.６

P.７

P.８

（１） 会場計画の基本的な考え方

〇フェア開催意義等を踏まえ、会場計画に必要な視点として、
５つのキーワードを整理し、コア会場ではこれらすべてを、
協賛連携会場では少なくとも１つを取り入れます。

〇あらゆる市⺠や来場者が楽しめる会場づくりを⾏っていきます。
〇⽣物多様性に配慮した出展・展示、修景等を⾏っていきます。
〇かわさきフェアをきっかけとして、川崎のみどりを知り、活かす取組を全市的に展開していきます。 秋開催



会場計画

コンセプト︓ 「多様性」×みどり
協働・共創による、川崎の多様な魅⼒・⽂化・技術を反映した、みどりとオープンスペースの利活⽤を展開し、あらゆる⼈々が、みどりの価値に触れ、実感できる空間を創出します。

最
寄
り
駅
か
ら
会
場
を
結
ぶ
主
な
取
組
内
容

● 川崎駅前の空間を活用した取組
• フェアを契機に、駅前空間を活⽤した取組を拡大し、「⽇常」をさらなる賑わいある空間に創出
• 地域や企業・各局区の取組と連携し、まちを訪れるあらゆる⼈が、憩い、楽しむことで、街中に⼈が
あふれる仕掛けを展開

• 川崎の多様な魅⼒・⽂化が、まち全体にあふれ出す仕掛けとして、フェア開催期間中において、まち
全体とみどりを掛け合わせ「特別な⽇」を演出

● 駅から会場までのアプローチを活用した取組
• フェアへの期待感を⾼める、川崎駅からコア会場までのオープンスペースの活⽤
• みどりを感じながら歩いて楽しめる空間の創出
※本取組を契機として、憩いやにぎわいの創出に向けた道路空間活⽤を推進
※富⼠⾒通りの既存植栽帯でフェアに向けた試験植栽を実施（10⽉中旬〜１１⽉末）

ゾ
ー
ニ
ン
グ
の
考
え
方

１ エントランスゾーン かわさきフェアのはじまりにふさわしいおもてなしとコンセプトの発信を展開

２ グリーンインフラゾーン 川崎を支えてきた産業の歴史と持続可能で豊かな未来をつなげる新たな
都会のみどりを発信

３ ライフスタイルゾーン 都市の⽣活の中にみどりをとりいれた空間活⽤を発信

４ みどり豊かなスポーツ・
活動ゾーン

様々な世代が楽しめるスポーツやみどりの魅⼒に触れ、訪れる⼈々の交流
を育む取組を展開

５ 屋内コンテンツゾーン 緑化祭等をはじめとした公式⾏事やみどりに係る講習会・シンポジウムなど
屋内空間を活⽤した取組を展開

全国都市緑化かわさきフェアの取組状況

（３）①富士⾒公園

⽇陰環境での
⽣育状況の確認
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取組の具体化に向けた必要事項
・再編事業者と会場内コンテンツ及び会場運営等に関する調整
・エントランスゾーンの市⺠参加の取組内容や展示デザイン等の検討、調整
・コンテストをはじめとした出展・展示のテーマ設定及び出展者等の募集に向けた調整

取組の具体化に向けた必要事項
・市⺠や企業、商店街等との連携に向けた、関係者への説明、協議調整の実施
・道路空間等の活⽤にあたっての関係者協議



会場計画 （３）② 等々⼒緑地

ゾ
ー
ニ
ン
グ
の
考
え
方

１ 体験・体感コアゾーン オープンスペースを活⽤した、多彩なみどりの体験・体感を集中的
に展開

２ スポーツコラボレーション
ゾーン

スポーツ団体等との連携により、みどりに囲まれた空間で、スポーツ
やアクティビティを楽しむコンテンツを展開

３ ネイチャーコラボレーショ
ンゾーン

みどりの活動団体等との連携により、みどりや水辺等の環境を活
かした取組を展開

最
寄
り
駅
か
ら
会
場
を
結
ぶ
主
な
取
組
内
容

● 小杉駅前の空間を活用した取組
• 市⺠、地域団体、企業等と連携し、駅前広場や駅周辺の⺠間空地、公園緑地、道路空間など、
駅周辺の様々な空間において、フェア後の地域のつながりを⽣み出す魅⼒的なオープンスペースの
活⽤につながる様々な取組を展開

● 駅から会場までのアプローチ空間を活かした取組
• ⼆ヶ領⽤水をはじめ、身近な公園緑地、水辺空間や神社仏閣、商店街等の地域資源とともに、
地域の身近なみどりの魅⼒にふれ楽しむことで、地域とのつながりを⽣み出す様々な仕掛けを展開

● 多摩川を活かした取組
• 多摩川の豊かな水資源や水辺環境を活かした遊び・交流の空間の創出により、様々な体験・体
感を通じて水やみどりとふれあい、楽しむ取組を展開

全国都市緑化かわさきフェアの取組状況

コンセプト︓ 「体験・体感」×みどり
地域の様々なみどりや水辺等を活⽤し、みどりを身近に感じ、リラックスしながら⾃由な時間が過ごせる空間を創出
スポーツやアクティビティを中心とした様々な体験・体感の場を創出し、地域のコミュニティの核となる魅⼒的なみどりとオープンスペースの活⽤につながる取組を展開
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取組の具体化に向けた必要事項
・⼆ヶ領⽤水沿い等の地域資源を活かした取組の実施に向けた地域活動団体との調整
・駅周辺における地域団体や商店街等と協働した連携イベントの具体化に向けた協議調整
・多摩川の水辺環境での既存イベントや活動団体との連携に向けた調整

取組の具体化に向けた必要事項
・新たな指定管理者との会場コンテンツ及び会場運営等に関する調整
・多彩なみどりの体験・体感を発信する展示やイベントに関する企画を関係者と共に企画、
作り上げていく仕組みづくり

0 100ｍ

陸上競技場

テニスコート

等々⼒球場

補助球戯場

運動広場 多目的広場

とどろき
アリーナ

多摩川

21世紀の森

３
ふるさとの森

釣池

催し物
広場

1

正⾯広場

第1サッカー場

第2サッカー場

２
３

２



中央地区

岡本太郎美術館

⼆ヶ領せせらぎ館
登⼾駅

向ケ丘遊園駅

多摩区役所

川崎国際
⽣⽥緑地ゴルフ場

明治大学

⻘少年
科学館

⽇本⺠家園

藤子・F・不⼆雄
ミュージアム

多摩川河川敷
（登⼾地区広場周辺）

︓緑化想定箇所

五反⽥川

専修大学

ばら苑

東口ビジター
センター

かわさき宙と
緑の科学館

枡形⼭広場

⻄口
サテライト

中央広場

⽇本⺠家園

川崎市藤子・F・不⼆雄
ミュージアム

0 500m

２

1

３

初⼭広場

とんもり⾕⼾

おもい出のうたのこみち
水⽣植物鑑賞池

川崎国際⽣⽥緑地
ゴルフ場

岡本太郎
美術館

⻄口広場 ばら苑

会場計画 （３）③ ⽣田緑地

ゾ
ー
ニ
ン
グ
の
考
え
方

１ 緑の保全・文化・
利用ゾーン

多様な主体との協働による⽣⽥緑地の⾃然の保全と利⽤の取組を発信するとと
もに、各⽂化施設と連携したコンテンツを展開

２ 花と緑の憩い・賑
わい・交流ゾーン

ばら苑を中心に、市⺠のアイディアを取り入れた新たな魅⼒づくりに向け、憩いや賑
わいを創出

３ ⾥⼭・レジャー体
験ゾーン

⼈と⾃然とのつながりの中で学びや遊び（原体験）、レジャー等のコンテンツを展
開

コンセプト︓ 「文化・歴史」×みどり
協働のプラットホームである⽣⽥緑地マネジメント会議と連携し、これまで培ってきた協働の取組を活かして、歴史・⽂化を楽しみながら学ぶ様々な取組を展開
⼈と⾃然とのつながりの中で、⾃然を感じ、楽しむことのできる機会を提供し、新たな協働の担い手の確保や「緑地の存在効⽤（保全）と利⽤効⽤（利⽤）の調整により、両者が好循環するしくみ」につながる取組を展開

最
寄
り
駅
か
ら
会
場
を
結
ぶ
主
な
取
組
内
容

● 駅前及び会場までのアクセス路を楽しむ取組
• 市⺠協働によるばら苑アクセスロードや道路沿いの花壇などの取組を盛り上げ、歩いて楽しめる
まちとみどりの魅⼒発信にむけて、周辺の地元町会や活動団体、⽂化施設等と連携し、花壇づ
くりやレスト空間の創出、回遊を促す取組を展開

• 地域等による道路空間を活⽤した既存イベントとともに、さらなる賑わいの相乗効果を⽣み出せ
るよう、地元商店街等との連携した取組を展開

● 周辺等と連携した取組
• ⾃然にふれあい、楽しみながら知り、学ぶ場の創出に向けて、川崎国際⽣⽥緑地ゴルフ場やコア
会場周辺施設等と連携し、体験型プログラムを展開

● 誰もが楽しめる散策機会の提供
• ⽣⽥緑地内やエリア全体の地形や距離等による移動の負担を軽減することにより、回遊性向上
を図り、誰もが楽しめる仕掛けとして、既存の路線バス等の活⽤に加え、新たなモビリティを導入

全国都市緑化かわさきフェアの取組状況

※赤線は、都市計画決定区域を表示。

凡例

公共空間(駅前等)
公共空間(公園、緑地等)

商店街

玄関口からコア会場ま
での主な徒歩経路

【協賛・連携会場候補】

【移動】

登⼾駅からコア会場ま
での主なバス経路

⺠間施設

回遊性の向上（会場内）

緑化センター
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取組の具体化に向けた必要事項
・地域のみどりを活⽤した各取組の具体化に向けた関係者への説明、協議調整の実施
・周辺施設等との連携の具体化に向けた協議調整
・エリア内（駅、中央地区、ばら苑）の移動をサポートする取組の具体化及び関係者調整

取組の具体化に向けた必要事項
・指定管理者との会場コンテンツ及び会場運営等に関する調整
・ボランティア団体による取組の発信及び持続可能性を⾒据えた新たな取組の試⾏に向けた協議調整
・⽣⽥緑地で⾏われている既存イベントや各⽂化施設との連携に関する、関係者との協議調整
・緑地内の移動をサポートする取組の具体化及び関係者との協議調整



全国都市緑化かわさきフェアの取組状況 ︓ 市⺠・企業等との協働・共創の取組を踏まえた会場計画の考え方

① 基本的な考え方

〇市内の様々なみどりとオープンスペースを活⽤し、⽇常の活動や取組をフェアを通じて発信し、市内全域でフェアを
盛り上げる⼀体感を醸成します。

〇市⺠⼀⼈ひとりが、それぞれの暮らしの中で、みどりとの関りを持ち、みどりに親しみ、その効果を実感できる取組を展
開します。

区 主な特⾊ 主な協賛・連携会場イメージ

川崎 ・富⼠⾒公園を拠点としたまちの賑わい創出に寄与するまちづくり
・臨海部の魅⼒的なロケーションを活⽤した交流と賑わいの創出

川崎駅周辺、
臨海部（キングスカイフロントなど） 他

幸 ・御幸公園における梅⾹事業の推進による地域の魅⼒創出
・夢⾒ヶ崎公園を活⽤した賑わいの創出、地域コミュニティ形成

新川崎・⿅島⽥駅周辺、川崎駅⻄口、
御幸公園、夢⾒ヶ崎公園 他

中原

・小杉駅周辺の公共空間を活⽤した居心地がよく住みやすいまち
づくり

・等々⼒緑地におけるパークマネジメントの推進によるまちの賑わ
い創出

小杉駅周辺、多摩川緑地、
特⾊ある商店街（ブレーメン通り） 他

⾼津

・多摩川や⼆ヶ領⽤水、橘樹官衙遺跡群など、緑、水辺と⼀体
となった魅⼒的なまちづくり

・地域資源を活⽤した持続可能な地域社会(エコシティたかつ)の
形成

溝の口駅周辺、多摩川緑地、
⼆ヶ領⽤水、橘樹官衙遺跡群 他

宮前

・⽣⽥緑地を拠点とした豊かな⾃然と歴史・⽂化・芸術の魅⼒を
活かしたまちづくり

・歴史的遺産や農といった地域資源を活⽤し、緑、水と⼀体と
なった魅⼒的なまちづくり

宮前平・鷺沼駅周辺、菅⽣緑地、野
川・有⾺などの植木の⾥、平瀬川 他

多摩

・⽣⽥緑地を拠点とした豊かな⾃然と歴史・⽂化・芸術の魅⼒を
活かしたまちづくり

・⾥地⾥⼭の保全や豊かな⾃然資源を活⽤した交流、賑わいの
創出

登⼾・向ヶ丘遊園駅周辺、多摩川緑地、
緑化センター 他

麻⽣

・保全緑地における保全と利活⽤の取組による子どもたちがのび
のびと⾃然にふれあい成⻑できる空間づくり

・農ある⾵景の保全と農家・市⺠と連携した地域農業の振興によ
る魅⼒的なまちづくり

新百合ヶ丘駅周辺、王禅寺ふるさと公
園、王禅寺四ツ⽥緑地、⿊川・早野・
岡上などの⾥地⾥⼭・農地 他

＜参考︓各区の主な特⾊など＞

② 「 市⺠総参加の実現に向けた考え方」を踏まえた協賛及び連携会場の考え方

協賛会場 連携会場

定義

〇かわさきフェアの開催期間に限らず、フェアの趣旨に
賛同して、盛り上げる取組を実施する場所

［主に市⺠向けの取組］

〇フェアの開催期間中に、実⾏委員会主催⼜は共催
事業として取組を実施する場所

〇会場計画の次のキーワードのうち、いずれか１つの
考え⽅を盛り込んだ会場

［市⺠及び市外からの来場者向けの取組］

取組
イメージ

〇身近な公園や商業施設等を活⽤した、花やみどり
を体験・体感できる取組。

〇道路沿いや公園の花壇等での花植え活動。 等

〇多様な主体との協働・共創による、エリア全体でフェ
アを感じられる取組。

〇多くの⼈が集まる駅や公共空間を活⽤した、コア会
場へとつながる期待感等を醸成する取組。 等

みどりの
オープン
スペース

駅周辺・
商業施設

⺠間施設

●令和５年度から魅⼒的なコンテンツ等の周知と広報を⼀体的に⾏い、取組を知り、関わるきっかけとなるよう積極的
に取組を進めていくため、大きく協賛・連携会場の枠組みを整理します。※分かりやすい名称を引き続き検討します。

・持続可能 ・・・ 未来につながる取組
・すべての⼈ ・・・ 市⺠総参加型のフェア
・みどりでつなげる・・・ ⼈とみどり、⼈と⼈とのつながりを感じる
・多彩なみどり ・・・ 街なかの緑地、多摩川、樹林地等を

感じる
・多様な効果 ・・・ 様々なみどりの効果を感じる

公園
緑地
河川 まちなかの花壇や身近な公園など 河川敷や道路空間など

駅前のオープンスペースなど 駅前のオープンスペースなど

企業等によるコミュニティガーデンや事業者緑化など 商業施設や商店街など

［出典︓「全国都市緑化かわさきフェア基本計画⾻子」p.24］

会場計画 （４） 協賛・連携会場2-1

[先進技術の活用による会場展開]
基本的な考え方
〇先進技術を活⽤したバーチャル空間の構築や５G、Iotによる各会場とデジタル空間の接続など、誰もがかわさきフェア
を体感し、参加できる仕掛けづくりを⾏います。

A 知ってもらう（市内の各コア会場等の取組や魅⼒の発信、フェア⾃体のPRや取組、成果を発信）
例）⾼精度PR動画配信によるPR等

B 体感してもらう（タイミングや場所に捉われず「参加できる機会」を提供）
例）360°カメラによるVR会場等を配信

C より効果的に感じてもらう（会場等で最先端の技術を活⽤し効果的にみどりを感じる場を提供）
例）仮想空間によるコンテンツ化、コア会場周辺や協賛連携会場等での体感型のデジタル活⽤の場

取組の方向性
●市制100周年記念事業や実⾏委員会参加企業等との多様な主体との連携する仕組みづくりを進めます。

③ 今後の課題

●仮称・協賛会場については、市⺠総参加型のフェアに向けて、身近なところでフェアを感じられるスポットを増
やすため、広く公募をかけていくことを検討しています。

●仮称・連携会場については、⾻子作成時に整理した「主な協賛・連携会場イメージ」の候補会場について、
各区と調整の上、会場を決定していきたいと考えています。
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①富士⾒公園 【多様性×みどり】 （秋・春実施）
・「みどりで、つなげる。みんなが、つながる。」取組として、花苗育成や装飾等を多くの市⺠が参加し、創
り上げていく展示。

・公害の歴史を乗り越え、新たなみどりの⽂化を醸成していく「これからの100年」へとつながる展示。
例）市⺠協働で制作するテーマガーデン、川崎の歴史を振り返る屋内展示

②等々⼒緑地 【体験・体感×みどり】 （秋・春実施）
・「みどりを体験・体感する」取組として、造園・園芸分野に限定せず、様々な企業アイデアを結集させ

て制作する新しいみどり空間の創出。
例）企業協働で制作するテーマガーデン

③⽣田緑地 【歴史・文化×みどり】
・⾃然を保全し、活用してきた協働の取組経過や市⺠団体等の新たな取組を発信（秋・春実施）
・ボランティアとともにばら苑の魅⼒を様々な工夫により発信（秋のみ）
例）市⺠団体や⽂化施設と連携したみどりの展示、ばら苑における多年草等の活⽤

※規模や設置場所については秋・春共通とし、季節に応じた⾒せ方について検討を進めていきます。

全国都市緑化かわさきフェアの取組状況
出展・展示計画

（２） 出展展示の基本的な考え方

（３） 展示

〇かわさきフェアにおける展示、出展は、以下のとおりに定義します。

（１） 出展・展示の定義

区分 定義
展示 かわさきフェアの開催意義や理念等を具体的に提示する作品等で、主催者（かわさきフェア実⾏委

員会）が制作するもの。
出展 かわさきフェアの開催意義や理念等をふまえ、かわさきフェア実⾏委員会が定めたルール等に則り、⾃

治体、企業・団体、個⼈等が、会場を構成する作品を制作するもの。

〇多様なみどりを活⽤し、様々な分野の取組と連携して、先進技術等の手法も駆使しながら、本市の
魅⼒や強みを発信する取組を展開

〇みどりの活動団体等の取組成果や発表の場となる出展展示を企画
〇秋の取組内容が春に芽吹く、つながるような組⽴を図ることでフェア前後及び中間期においても市

⺠参加の取組を展開
〇出展・展示に加え催事も含め、夜間の取組やいわゆるインスタ映えスポットの設置など、魅⼒ある企

画を展開

4. 出展

企業や市民による花の協働演出事例子供達の植物育成、市民参加植付事例 多年草とバラを組み合わせた演出事例

2020ひろしまフェア出展事例
(⽣物多様性や環境負荷軽減、
快適性創出をテーマ）

2020北海道フェア出展事例
（ハンギングバスケット出展作
品）

緑のワークショップ
（2018やまぐちフェア事例） 2017よこはまフェア

⾃治体出展事例
（川崎市出展花壇）

出展メニュー
案） 概要 展示区分・

規模
時
期 会場

出展コンテスト
（屋外）

・新たなみどりの価値の発信に向け、市内企業等が持
つ造園技術や環境技術に関する出展し、新たなみどり
の価値・魅⼒を発信します。※コンテスト対象

10〜20㎡
25〜35区
画 秋

富⼠⾒

等々⼒

ハンギングバスケッ
ト（屋外）

・ハンギングバスケットの出展※コンテスト対象
・ワークショップの開催。市⺠協働による装飾の展開。 50作品 秋 富⼠⾒

全国造園デザイ
ンコンクール（屋
外）

（⼀社）⽇本造園建設業協会が実施する全国造園
デザインコンクール「緑のひろば」の優秀賞作品のデザイ
ンした庭園を設置します。

20㎡×
1区画 秋 富⼠⾒

企業・団体等によ
る出展
（屋内外）

環境技術を有する企業やスポーツ団体、学⽣等多様
な主体によるブース等の設置。
例）みどりを取り入れたスポーツの取組

大学⽣による⾃然アート作品の展示
- 秋

春 各会場

緑の活動団体等
による出展＆ワー
クショップ
（屋内外）

みどりの活動団体等によるPRや花や緑への興味関心
を⾼める作品出展およびワークショップの展開。 - 秋

春 各会場

⾃治体出展等
（屋外）

パブリック空間での新しい緑化の在り⽅を提案する全
国の⾃治体による出展花壇。

20㎡×20
区画 秋

富⼠⾒
エリア

⾃治体出展で整備された植栽帯を継承し、市内の緑
化団体や近隣企業等と協働し、花壇管理を⾏っていく。
※⾃治体出展場所の春時期の活⽤。

20㎡×20
区画 春

〇各会場のコンセプトに合わせた展示とし、フェア開催前や中間期の協働の取組と⼀体的な取組を⾏います。
〇指定管理者と協議調整し、運⽤や中間期の取り扱いなどについて、検討していきます。

〇秋春共通で実施できるものが多い展示と異なり、出展は秋に⾏う緑化祭等に合わせ、コンテス
ト等を実施する計画としていることから、春開催については、催事等の充実も含め工夫が必要
になっています。

2-2
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○かわさきフェアの会場修景、⾏催事、出展展示等において使⽤する花き・植物について、数量、品種も
多量となることが予想されることから、市内⽣産団体等と連携・協⼒して、市場への影響にも考慮した
植物調達体制を構築します。

○地域で⽣産されている花き・植物を積極的に活⽤することで、認知度とブランド⼒を⾼め、かわさきフェア
終了後も需要が続く取組を検討します。

〇かわさきフェア開催期間の前後も含め、かわさきの花（7区）の活用や既存の地域資源（サクラ等）
をみせる仕掛けを⾏います。

〇市⺠や市内企業等と連携し、植物施工・管理を⾏います。

〇フェアで使⽤した植物が、⼀過性で終わらない取組を展開していきます。

全国都市緑化かわさきフェアの取組状況

植物調達・施工・管理計画

（１） 基本的な考え方

【植物管理】

※課題︓市内の出荷数量及び開催時期との課題に対応するため、市外⽣産の植物も含め植物流通市場
からの調達も⾏います。

（３） 植物施工・管理

（２） 植物調達

〇植物調達先とフェアにおける花卉の使⽤先のイメージ

【調達先の考え方】
〇市内農家からの調達

・市内農家の⽣産時期や⽣産量に配慮した上で、調達を実施
※市内農家の⽣産時期をフェア開催に合わせて⾏うことが困難な状況もあり、大量に調達することは難しい

状況になっています。
※⼀⽅、市内で多く⽣産されているパンジー・ビオラについては10⽉末以降ならば調達できる可能性が

あるため、寄せ植えイベントなどの協働催事において市内花卉・植物のPRを併せた活用を検討します。

〇市⺠協働による花苗づくり
・富⼠⾒公園のメインガーデン等において、市⺠の作った花苗の使用を検討します。
※現時点では、教育委員会を通じて、市内小中学校・⾼校・支援学校と調整を進めています。

市⺠総参加に向けて、多様な市⺠を巻き込んでいけるように検討を進めていきます。

〇市場からの調達（市内⇒県内⇒県外⽣産の順番）
・上記で賄えない花卉・植物について、市内産、県内産、県外産の順で調達を検討します。

〇植物施工、管理・運営について、協働した体制づくりの検討を⾏います。季節に合わせた様々な花卉植物
を使⽤するため、専⾨性の⾼い造園組合やみどりの活動団体と連携して⾏う必要があります。

〇パンジー・ビオラ等は、春まで開花し続けるよう市⺠協働を踏まえた管理体制を整えます。
〇フェアで使⽤した⼀年草も、たい肥化したり、各地に展開したりするなど工夫していきます。

【植物施工】

植
物
施
工

•施工体制の調整
•施工計画の作成
•植栽基盤整備
•植栽⼟壌改良
•植栽植付
•初期養⽣

•コンテナの制作や植
付作業等において市
⺠や企業等との協働の
取組を今後検討

植
物
調
達
・
施
工
・
管
理
計
画

協働の取組

植
物
調
達
・
管
理
計
画

植
物
管
理

•植物管理計画
の作成
•植物管理作業
•巡視点検
•関係者との情報
共有
•植物運営計画

実施

•花柄摘みや水やり等
について市⺠や企業等
との協働の取組を今後
検討

植物ボランティア管理事例
（ぐんまフェア）

協働による球根植付の事例
（仙台フェア）

植物ボランティア管理事例
（おかやまフェア）

⼀般的な
施工の流れ

協働の取組

2-3
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⼀般的な
施工の流れ

（４） 今後の課題・スケジュール

〇基本・実施計画策定に向け、施工体制及び管理・運営体制の構築向けた整理を⾏います。
〇かわさきの花（7区）や開催時期と開花期が合わない市内⽣産の花卉植物について、フェア開催外におい

ての活⽤手法について、市内農家等と協議を⾏っていきます。
〇他のボランティア同様に植物管理等のボランティアについても、フェア開催1年前までに、募集を開始します。

JA（市内花卉・植物⽣産者）

造園関係事業者・団体等

市⺠協働による花苗育成等

コア会場・アクセス
ガーデン・修景・イベント

協賛・連携会場
修景・イベント

〇市場への影響を考慮し、フェアの開催期間に通常流通している種類の植物調達を基本とします。
〇秋と春の中断期間を含めて⾒せていく装飾を想定し、秋から春まで開花し続ける品種を調達します
〇室内空間における装飾を想定し、市内⽣産の枝物（ハナモモ・サクラ等）や切花を調達します。
〇フェア以降も継続的に⾒せていく緑化地の装飾を想定し、多年草や樹⽊の調達を⾏います。

【調達する種類の考え方】



・市⺠総参加の視点から、みどりに関心の低い人にも足を延ばしてもらい、オープンスペースで楽しんでもらうためのきっかけとして、既存の取組とも連携しながら魅⼒的な飲食・物販を展開します。
・飲食・物販に参加する事業者等にも、緑化フェアのコンセプトに共感し、一緒に創り上げていく主体として、次に示すような取組への協⼒を促します。

・コア会場に限らず、協賛・連携会場等における飲食・物販についても本考え⽅を基本とします。
・公園緑地等の公共空間においては、グリーンコミュニティの形成につながる柔軟なオープンスペースの活⽤に向けて、各種届出や占⽤許可等の許認可（例えば、キッチンカーによる販売など）についての考え⽅も整理していきます。

全国都市緑化かわさきフェアの取組状況

飲食・物販計画

① ⽣産者や飲食店等と連携・協⼒して、地域の農産物や特産品等の販売や、ご当地グルメの提供等、川崎ならではの魅⼒ある飲食・物販サービスを提供します。
② フードロスの削減や、リサイクル材を使った食器の活⽤など、 SDGsの要素を取り込んだ衛⽣面や環境面に配慮したサービスを提供します。
③ 来場者にみどりを⽣活に取り入れてもらうための飲食・物販サービスを提供します。
④ 市⺠が様々な形で参加できる仕組みを構築します。

（１） 飲食・物販の基本的な考え方

（５）スケジュール

（３）物販

①川崎ならではの魅⼒あるサービス
「Buyかわさきキャンペーン」等の取組と連携し、市内の優れた名産品を広く市内外に

紹介・PRし、地元での調達、買物、消費拡大へとつなげていく。フェア各会期の旬な野
菜・花卉等を販売し、農体験やワークショップなどのイベントとの相乗効果で広報・PRし
ていく。川崎市と関係のある都市の参加についても積極的に取り入れます。
②SDGsの要素を取り込んだサービス
公園等で発⽣する剪定枝や伐採材の活⽤、プラスチックごみの削減に貢献するため、

会場内でエコバックの販売や、紙袋の使⽤などの取組を推進します。
③みどりを⽣活に取り入れてもらうためのサービス
フェアのオフィシャルグッズの販売や園芸⽤品、⾃然素材を使⽤した製品など、⽣活に

みどりを取り入れることをイメージし、展開します。
みどりに関連する商品をフェア会場にてギフトとして販売。発送するなど検討します。

④市⺠が様々な形で参加できる仕組み
市内業者や実⾏委員会参加者が参加できる仕組みをつくると共に、市内の障害者

団体が制作したものを販売する等、多様な市⺠が参加できる⽅法を検討していきます。

（２）飲食

①川崎ならではの魅⼒あるサービス
地産地消を意識した飲食メニューとして、かわさきそだちや地元農産物を⽤いた飲食や、地

元飲食店の飲食ブースを展開。また、商店街等と連携し、地域の飲食店を紹介し、地域へと
足を運んでもらえる⽅法を検討する。川崎市と関係のある都市の参加についても積極的に取
り入れていきます。
②SDGsの要素を取り込んだサービス
SDGsの要素を取り込んだサービスを推進するため、プラスチックごみの削減に貢献するリサイ

クル食器等の活⽤や、フードロスの削減につながる取組を推進します。
③みどりを⽣活に取り入れてもらうためのサービス
エディブルフラワーを使⽤した飲食や、ハーブ類の寄せ植えと飲食を併せた体験型飲食など、

みどりを知って、関わってもらうためのサービスを展開します。
④市⺠が様々な形で参加できる仕組み
市内業者や実⾏委員会参加者が参加できる仕組みをつくると共に、例えば、市内産の野

菜を活⽤したカレーフェスタや、本市がおにぎりの発祥であることに因んだ「おにぎりコンテスト」の
開催など、集客を⾒込める市⺠参加型の飲食イベントを展開します。

※フェア開催中を対象としますが、フェア開催前及び秋と春の中間期についても検討します。

4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月 4月 5月 6月 ７月～

全体計画策定 基本・実施計画策定 実施設計・各レギュレーション策定 各実施準備、実施調整、実施、運営、撤去

連携先・出店者選定

連携・取組準備 連携・取組開始

出店者・団体調整 出店者・団体調整

令和７（202５）年度・開催年（春）

営業出店

項　　目
令和５（2023）年度・開催前年度 令和６（2024）年度・開催年度（秋・春）

秋：開催 春：開催

催事実施 撤去フェアの取組

催事実施 出店 撤去

フェアをきっかけにした
「新しいステージ」に向
けた取組の継続実施

出店

取組実施 取組実施 フェアの取組

出店公募開始 出店説明会
フェアをきっかけにした
「新しいステージ」に向
けた取組の継続実施

例︓Buyかわさきフェスティ
バル（川崎ならではの商品
等の展示即売会を実施）

例︓植物素材を活かした
化粧品等（⽣活の木HP
より引⽤）

例︓川崎市内で⽣産され
る農産物を多くの⽅に知っ
てもらうために作られた「かわ
さきそだち」ブランド

例︓⽵材をリサイクルした
カップ（中原区企業制
作）

2-4
12



全国都市緑化かわさきフェアの取組状況

会場運営計画・交通輸送計画ー１

〇市⺠、地域の活動団体、NPO、学校、企業等の多様な主体と連携・協働した会場運営の⼿法を導入し、
環境や安全⾯に配慮するとともに、誰もが快適に参加できるような適切な会場運営を⾏います。

〇既存イベントにおける会場運営の手法を参考にしつつ、市⺠等が広く「かわさきフェア」に参加できる
ボランティア活動等の仕組みを構築し、様々な運営に関わってもらう機会を創出します。

〇様々な技術やノウハウを有する企業や公園施設の指定管理者等と連携し効率的な会場運営、環境面に
配慮した取組を推進します。

（１）会場運営及び交通輸送の基本的な考え方

（２）各種サービスの機能と会場・エリアにおける対応

会 場 サ ー ビ ス

障害者や⾼齢者等の
様々な来場者が快適に
各会場で過ごせるよう、必
要な各種サービス

会 場 管 理

総合案内所

〇公共交通機関の利用を前提とし、来場者の誰もが、安心、安全、快適に最寄駅からコア会場へ移動
できるよう、交通誘導や輸送体制を整えます。

〇南部、中部、北部に分かれるコア会場は、3会場を巡ると2時間半程度の所要時間を要することから、
３つのコア会場を1⽇で移動するための輸送⼿段は設定せず、コア会場周辺を含め、それぞれの地域の
資源を⾒てもらうことを想定し、最寄駅から会場までの道のりにおいて、みどりを感じながら、歩いて楽し
めるよう体制を整えます。

〇地域特性や交通事情、環境への配慮を踏まえつつ、既存の公共交通機関や公共交通を補完する交通
サービスや会場内での移動をサポートする交通サービスを展開します。

現 地 サ ー ビ ス

情 報 サ ー ビ ス

①案内所
・メインとなる総合案内所と出入り口等にサブの案内所を設置
・ベビーカー等の貸出し、授乳室・救護室 、情報発信などのサービスを展開

②情報センター
・イベントの開催予定など「来場者向けの情報発信」、問い合わせ対応
・会場管理上の留意点など「関係者向けの情報発信」
・運⾏情報等の「交通関連の情報発信」

情報センター

③ボランティアセンター
・ボランティア活動の拠点となるボランティアセンターを設置
・参加いただくボランティアの全体管理やサポート運営を実施

ボランティアセンター

④会場管理施設等（その他会場運営施設）
・警備関係やゴミ処理関係の施設、関係⾞両の通⾨の管理やスタッフの⼀
時的な休憩施設等

会
場
運
営

交
通
輸
送

会
場
運
営

〇会場運営及び交通輸送に関する会場・エリアで展開する各種サービス等の機能と各サービス・管理施設等との
関係図について、以下のとおりです。

●会場案内、物品レンタル、遺失物・拾得物
対応、会場巡回、通訳・介助などのサービス

●電話対応、場内放送、ICT等を活⽤した
リアルタイム情報発信などのサービス

機 能

安心・安全な会場の保持を実施する各種サービス
●会場警備、通⾨管理、消防・防災
●衛⽣管理、清掃・ゴミ処理、救護、施設管理、保険加入、運営備品の確保
●ボランティア参加者のとりまとめ、サポート

会場及びエリアでの対応

市⺠（ボランティア活動）とともに運営する範囲

指定管理者や連携企業等とともに運営する範囲

交
通
輸
送

輸 送 対 策 公 共 交 通 補 助

駐⾞場・駐輪場等対策

既存団体やボランティアとともに運営する範囲
安 全 対 策

⑤交通本部

貸出所

様々な来場者が徒歩で安心・安全かつ円滑に来場してもらうためのサポート
●周辺誘導員による会場までの誘導案内の実施
●交差点等での歩⾏者の横断管理等の実施
●バリアフリーやわかりやすい誘導・案内を実施

モビリティや⾃動⾞、⾃転
⾞等の⾞両での来場にあ
たり、安心・安全かつ快適
な輸送手段の提供

●最寄り駅から会場までの移動や⽣⽥会場内の施設
間の移動のサポート

●環境等に配慮したモビリティ等の運⾏

●会場展開に応じた駐⾞場や駐輪場等を運⽤
●駐⾞場等の利⽤状況等の情報を発信

・フェアの交通輸送を統括として、指令命令系統の⼀元化を実施
・各会場の交通運⾏情報を集約し、情報センターと情報を連携
・シャトルバス等のモビリティの運⾏調整、運⾏実施 等

指定管理者や連携企業等とともに運営する範囲

交通本部

( 歩 ⾏ 者 向 け )
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※現在、両分野における各種サービスや施設の関係性などを整理したところであることから、本資料では両分野をまとめて掲載しています。実施計画のとりまとめにあたっては、会場運営計画と交通輸送
計画をそれぞれ整理して記載する予定です。



全国都市緑化かわさきフェアの取組状況

会場運営計画・交通輸送計画ー２

（３）運営体制及び会場内配置イメージ

（４）運営計画の具体化に向けた今後の課題

〇体制案及び施設の配置案については下記のとおり整理しています。

〇市⺠、既存団体との調整
・市⺠とともに会場の運営を⾏っていくため、ボランティアの活動内容、必要な⼈員数を整理し、募集に
向けた取り組みを進めます。みどりの活動団体や既存のボランティア団体と連携し、運営に幅広く係わって
いただく仕掛けや連携体制づくりを進めます。

〇指定管理者や再編事業者との調整
・フェア期間中、通常の公園利⽤者も多くいることから、会場の管理や運営（トイレ清掃、ごみ収集、
駐⾞場の運⽤）が円滑に図られるよう、指定管理者等との連携について協議調整を進めます。

（他都市の運営例︓公園施設⼀括借上げ、管理等の分担⽅式 等）
〇企業との調整
・先端技術等の活⽤による効果的な会場運営、環境面に配慮した取組を図るため、実⾏委員会参加
企業等との連携を進めます。

現地運営本部

総括運営本部

現地運営本部

富士⾒会場

等々⼒会場

⽣田会場

情報センター

案内所

案内所

交通本部

案内所

会場管理施設等

ボランティアセンター

交通本部

交通本部

会場管理施設等

ボランティアセンター

会場管理施設等

ボランティアセンター

14
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（５）交通輸送計画の具現化に向けた今後の課題

総合案内所︓1か所
案内所︓各所
各所に設置

（簡易的なテント施設）
既存施設

活⽤を予定
既存施設

活⽤を予定
総合案内所︓1か所

案内所︓各所
各所に設置

（簡易的なテント施設）
既存施設

活⽤を予定

既存施設
活⽤を予定

総合案内所︓1か所
案内所︓各所
各所に設置

（簡易的なテント施設）
既存施設

活⽤を予定
既存施設

活⽤を予定

※既存施設活⽤を予定

〇徒歩での安心・安全に来場してもらうための体制づくり
・最寄駅から徒歩で安心・安全かつ円滑に来場してもらうため、地域の協⼒や既存団体等と連携した

実施体制等の検討を進めます。
〇最寄り駅からの交通サービスや会場内での移動のサポートの検討
・各会場とも最寄駅から路線バスやタクシー等の公共交通が確保されていますが、路線バスの運⾏頻度や
⼟⽇等ピーク時の来場者数等を考慮しながら、公共交通を補完する交通サービスの⼿法を検討します。

※路線バスの運⾏頻度【⽇中・平⽇】 富⼠⾒ 約20本/1h、等々⼒ 約10本/1h、⽣⽥ 約２本/1h
【⽇中・休⽇】 約15本/1h             約10本/1h 約２本/1h

（遊園南口〜緑地入口間）

・⽣田会場は、施設間が離れていることや会場内に⾼低差があることから、緑地内の移動をサポートする取組
の具体化、及び関係者調整を進めます。

※R5.2に緑地内（東口ビジターセンター〜⻄口ビジターセンター間）におけるグリーンスローモビリティの試⾛
を実施。体験者から「上りが楽。快適に移動できる。」などの感想があった。
（関係局による⽣⽥緑地周辺の既存交通への影響調査を目的とした試験⾛⾏に併せて実施）

〇駐⾞場、駐輪場対策
・３会場ともに既存のイベント時には、⾃転⾞による来場者が多く、既存の駐輪場だけで収容できず、臨時
駐輪場を設け対応していることから、フェアにおいても駐輪場対策の検討が必要になっています。

・⽣⽥会場の既存駐⾞場については、休⽇に満⾞となる傾向が多くみられることから、指定管理者と調整を
図りつつ、⾃家用⾞による来場抑制策などの検討を進めます。

各会場イベント来場者
例）中原区⺠祭（来場者数:約2.1万⼈）

多摩区⺠祭（来場者数:約6.8万⼈）

交 通 輸 送 交通誘導計画

駅から会場間等
を結ぶ輸送計画

駐⾞場・駐輪場
対策計画

交通輸送の計画区分 今後の調整の⽅向性

・歩⾏者の誘導等における、地域の協⼒や既存団体
等と連携した実施体制等の検討を進めます。

・路線バスの運⾏本数の少ない時間帯等における
公共交通を補完する交通サービスの⼿法や
会場内での移動をサポートする取組の具体案
を検討し、関係者調整を進めます。

・駐⾞場及び駐輪場について、指定管理者等と調
整し、必要な対策を講じます。

・⾃動⾞の来場抑制について、対策を講じます。

※既存施設活⽤
を予定

※既存施設活⽤を予定

※既存施設活⽤を予定

イベント時の駐輪事例



全国都市緑化かわさきフェアの取組状況 ︓ 市⺠・企業等との協働・共創の取組を踏まえた会場計画の考え方

広報宣伝

 魅⼒的なコンテンツ等の周知と広報を⼀体的に⾏うことで、その取組を知り、関わるきっかけとする市制100周年記
念事業全体の考え⽅を前提として、フェアの開催前から積極的な情報発信により、気運醸成を図っていきます。

 より多くの⼈々に知って、関わってもらうため、現状のみどりの取組等への関わりの分類に加えて、ライフスタイルや
ライフステージ等に応じたターゲット層を整理し、ターゲット層ごとに効果的な広報展開していきます。

（１） 効果的な広報宣伝の考え方

 令和５年１〜３⽉は、来年度から本格スタートするための準備期間として、ポスター・チラシを作成し、既存イベント
や企業・団体周り等への情報発信をできるところから⾏っていくとともに、各局区の魅⼒的なコンテンツを市内外へ情
報発信するために４⽉から⽴ち上げる“かわさきフェア専用HP”を準備します。

 Ｒ５は、国の都市緑化⽉間や市⺠イベントが多く⾏われる４⽉と１０⽉を集中期間として広報・PRを⾏います。
 「①知ってもらう広報」については、段階的に意識醸成を図るため年度ごとに目的を明確にするとともに、100周年記

念事業の象徴的事業として、取組を知り、関わるきっかけとしても積極的に情報発信します。
 「①R5知ってもらう広報」については、Ａ・Ｂのターゲット層に向けて、改めてフェアの開催に向けて実感を持ってもらえ

るよう、既存イベントや企業・団体周り等の機会を捉えて、出来るところから情報発信を⾏っていきます。
 またCのターゲット層に向けて、何よりもまずかわさきフェア⾃体知ってもらうため、様々な年齢層ごとに関心の⾼そうな

話題、趣味等など、みどりとは別の動機付けを入口とするコンテンツを用意した上で、広報・PRします。
 「②関わってもらう広報」については、Ａ・Ｂのターゲット層に向けて、 思わず関わりたくなるような多様なメューを設定

し、広報・ＰＲと取り組みを戦略的に展開します。

（２） 広報宣伝の展開

（３） 各広報のポスター・チラシのデザイン等の考え方

R4 R5 R6 R7

かわさき
フェア

[４⽉〜６⽉]
知ってもらう広報

集中実施

①Ｒ６ 知ってもらう広報
期待感や具体の会場イメージ等の発信

[10⽉〜11⽉]
知って・

関わってもらう広報
集中実施

②関わってもらう広報
ボランティア募集、イベント等の参加周知

①Ｒ５ 知ってもらう広報
基礎情報の発信①準備期間 継続

実施

継続
実施

①知ってもらう広報

R5  フェア認知度向上のため、開期、会場等の基礎情報やロゴ・テーマ、
都市の中の川崎のみどりの価値等の伝えたいメッセージを発信します。

 作成したポスター・チラシを活⽤して、既存イベントや取組、企業・団体
周り等で情報発信するとともに、ウェブサイトやデジタルサイネージ等
におけるデジタル媒体にも反映していきます。

 先⾏して、情報をフェアの基礎情報や伝えたいメッセージに絞った「通常
版」を作成し、早急に周知拡大を⾏い、その後、協賛企業ロゴ入り版
を作成します。

R6

②関わってもらう広報

 企業共創や市⺠協働等の取組と伝えたいメッセージを掛けわせることで情報発信します。
 チラシ等へQRコードを掲載するなど、気軽に情報を取得し、参加を促すような仕掛けを入れます。
 かわさきフェア公式ウェブサイトにおいては、各局区における既存のイベントや地域活動をＰＲすることで、コア会

場以外においても多くの人に関わってもらえるよう取組を推進します。

 フェアへの期待感を促進するため、パースや写真等を用いて具体の
会場イメージを分かりやすく発信します。

（４）気運醸成に向けた取組

 各局区のイベント等の機会を捉えて、約３００⼈から、市内のおすすめの花やみどり
のスポットをヒアリングを実施。写真等はHP等への掲載するなど、活⽤を検討していき
ます。

 各局区のイベント等と連携して、みどりを体験・体
感する企画を実施

めざせ︕みどりマスター＠SDGsランド コケ玉づくり体験＠カワノバ

 各区と連携した普及啓発グッズの制作

宮前区の⾵景をデザインした紙袋

市⺠
(A〜C)

【広報と取組の一体的な仕掛けイメージ】（再掲）

フェア 新たな
ステージ

関わる（来場、SNS等）

取組参加 参加

知ってもらう
広報

関わってもらう
広報

知って
関わってもらう

広報

参加「魅⼒的なコンテンツ」

１

２

１ ２

A︓
みどりの取組等に
関わっている人
B︓
みどりの取組等に
関わっていないが、
関心が高い人
C︓
みどりの取組等に
関わっておらずが、
関心が低い人

【広報宣伝の展開イメージ】

種類 ターゲット層 主な活⽤イメージ 種類 その他媒体

①知って
もらう広報

A・B・C
(特に注⼒)

・ポスター 駅、商業施設、公共空間等の不特定多数が
集まる場所や水族館等のみどりの効果と親和
性のある場所

・チラシ 新聞折込、学校配布 等

・通常版
・協賛企業

ロゴ有り版

・かわさきフェア専⽤ＨＰ
・各種SNS
・デジタルサイネージ
・新聞・雑誌
・QRコード記載のショップ
カード 等

②関わって
もらう広報 A・B

・チラシ 各種イベント・学校等での配布、団体・企業回
り時の案内 等

(ポスターはボランティア募集など内容により作成)

・協賛企業
ロゴ有り版

ポストイット

4-1
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16全国都市緑化かわさきフェアの取組状況

⾏催事計画

 既存の催事や地域の取組と連携した市⺠発信型の⾏催事をかわさきフェア開催前から展開していきます。
 川崎の特⾊ある⾃然の魅⼒など、多様なみどりを知り、体感できる取組を推進していきます。
 これまでの100年で培ってきた川崎の魅⼒や強みを発信する取組を⾏います。
 市制100周年に合わせた記念事業などと連携し、かわさきの魅⼒を活かした取組を推進します。
 新たなみどりの価値や、みどりを活かしたライフスタイル提案などを⾏い、「川崎らしさ」を「市⺠総参加」で推進します。

（１） ⾏催事の基本的な考え方

（２） ⾏催事の区分と定義

（５）スケジュール

（３） ⾏催事の構成

区分 名称 会場 内容（実施予定⽇）

主催者
⾏催事

公式⾏事

内覧会 富⼠⾒ 秋・春の会期直前にマスメディア等を対象とした内覧会を実施
（秋・春の開催⽇の２、３⽇前に実施予定）

総合開閉会式 富⼠⾒ 秋の開会及び春の閉会を記念とした式典を実施
（開会式︓R6.10/19、閉会式︓R7.4/13）

セレモニー 各コア会場 ・秋・春の会期開始時及び終了時にセレモニーを実施
・１年前イベント等の実施や、来場者⼈数等の達成を記念して実施

全国都市緑化祭 富⼠⾒ 皇室をお招きして開催する全国都市緑化フェアの中心的⾏事
・庭園出展コンテスト及びみどりの社会貢献賞の表彰、記念植樹など

主催者
催事

シンポジウム・
フォーラム 未定

みどりの普及や市⺠参加を目指したシンポジウム・フォーラムを実施
例︓・2022年⽇本造園学会全国大会シンポジウム兼第39回全国

都市緑化普及啓発シンポジウム
・くまもと花博シンポジウム
〜緑の魅⼒の再発⾒と新たな緑のまちづくりの展開を目指して〜

その他催事 各コア会場

各コア会場の目的やコンセプトに即した催事を実施
例︓・ナイトマーケット等の夜間催事（富⼠⾒公園）

・花いけバトルやフラワーワークショップ等の体験催事
・パークヨガ・パラスポーツ等のアクティビティ
・⾃然を満喫するアウトドアコンテンツ

協働催事 各コア会場・エリア
・協賛連携会場

●各局区や企業等と実⾏委員会が連携した催事
例︓・公園の夜間の活⽤につながる夜の催事（ナイトマーケット、

プロジェクションマッピング等）
・コア会場で実施する既存催事（環境技術展、市⺠まつり等）
・コア会場へ向かう駅周辺を活⽤した催事
（ミモザフェスタ・優しい木の広場等）
・公募により会場の⼀部を企業等に企画してもらう催事

●各局区や企業等が主催し、実⾏委員会がPR等の⾯で応援して
開催する催事

例︓協賛・連携会場等にて⾏われている既存催事
（区⺠祭、夢⾒ヶ崎動物公園まつり、わんぱくの森等）

区分
R4 R5 R6 R7

4⽉〜９⽉ １０⽉〜３⽉ 4⽉〜６⽉ ７⽉〜９⽉ １０⽉〜１２⽉ １⽉〜３⽉

公式⾏事

主催者催事

協働催事

緑化祭

（４）全国都市緑化祭

全国都市緑化祭は、皇室をお招きして開催する全国都市緑化フェアの中心的⾏事であり、皇室からの「おことば」、子どもたちによる「緑化宣⾔」、「みどりの社会貢献賞」の授与、
「庭園コンテスト」の表彰、皇室による「記念植樹」等が⾏われ、都市緑化の重要性を強く訴えかけるとともに、緑化祭に招待される地元の緑化活動関係者等の⽅々にとって大きな励みとなっています。
【主 催】 国⼟交通省、神奈川県、川崎市、公益財団法⼈都市緑化機構
【実施場所】 式典会場︓カルッツかわさき（予定） 視察︓富⼠⾒公園（予定）

詳細な内容は、令和５年度に緑化祭実⾏委員会で検討
第39回 北海道フェア

（皇室による記念植樹）
【出典︓全国都市緑化祭報告書】

● 実施計画策定
（〜R5.8）

● 実施計画策定
（〜R5.8）

● 実施計画策定
（〜R5.8）

● 内覧会
● 開会式、オープニングセレモニー

● 秋会期のクローズセレモニー
● オープニングセレモニー

● 内覧会

● 閉会式

● 実施計画策定
（〜R6.3）

● 実⾏委員会設⽴

● シンポジウム又はフォーラム
の実施（R5秋頃）

● 緑化祭

委託発注準備

委託発注準備

委託発注準備

関係者調整
委託発注、内容検討 実施調整、マニュアル作成

● シンポジウム又はフォーラム
の実施

● シンポジウム又はフォーラム
の実施

調査・検討 実施調整 実施調整、マニュアル作成

各局区・企業等参加募集 催事実施

催事実施調査・検討

調整・募集⽅法等とりまとめ

※フェア開催中を対象としますが、フェア開催前及び秋と春の中間期についても検討します。

区分 主催者⾏催事 協働催事

名称 公式⾏事 主催者催事 協働催事

定義 実⾏委員会が主体となり
実施する公式⾏事や催事

みどりの普及や市⺠参加を
目指して実施する催事 実⾏委員会が認めた企業・団体・⾏政等が実施する催事

運営主体 実⾏委員会 実⾏委員会以外（⼀部共催も想定）

事業費負担 実⾏委員会 事業者（⼀部を実⾏委員会が負担するケースも想定）

全国都市緑化祭は、国⼟交通省、都道府県（警察含む）、公益財団法⼈都市緑化機構、開催市により別途構成する緑化祭実⾏委員会により実施
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